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A.は じ め に
 筆者はさきに1981年,約 半月にわた り初めて中国各
地を旅行 した際,と くに中国人民の生活実態に大きな
関心を抱 き,そ の見聞や印象をまとめて本誌 に報告 し
たi>(以 下 これを"前 報"と 呼ぶ)。 当時はかの文化大
革命(1967～77,以 下"文 革"と 呼ぶ)が 終息 して 日
も浅 く,数 度の失脚にも耐え抜いて政権を握 るに至 っ
た郵小平氏の領導下に,"4つ(農 業,工 業,国 防,
科学技術)の 現代化"政 策が緒に就いたばかりの頃で
あ った。従 って中国人民の生活には,未 だ文革時代の
名残 りの陰影が色濃 く反映 していた一面,長 か った混
迷期の停滞か ら脱却 しようと努める人民の心意気 も感
じられる時期で もあ つた。
 その後も筆者の中国に対する関心は募る一方であっ
たが,83年 にご く短期の観光旅行を試みた以外,訪 中
の機が得 られなか った処,偶 々本年(1988)の 夏期休
暇中,2度(8月9～14日,9月10～19日)にわたっ
て中国各地を巡遊する機会 に恵まれた。この両度の旅
程を合わせた旅行先 は上海,揚 州,蘇 州,南 京,武 漢,
きん
丁州〔湖北省〕及び西安の各地である。
 今回の訪 中において も,筆 者が最 も関心を抱いたの




しい所為である。従 って本稿の内容 には多 くの誤まっ
た認識や判断があるかもしれない。 しか し少 くとも,
筆者は両度の旅行中に直接見聞ない し体験 した数々の




B.見 聞 ・体 験 と感想
1.ホ テルブームと市民の住生活




が逼迫 し,ホ テルの予約 もしない中国旅行などは無謀
に近かったか らである。 こんなアナウンスがあるから
には,こ の頃では宿 も決めずに中国へ出掛けても心配
が無 くなったのかな?と,筆 者 の認識不足加減に自嘲
す ら感 じた。
 48時 間の船旅で疲れた身体をバスで揺 られて上海の
街を走 っていると,あ ちこちで工事中の高層 ビルが葺
え立っている景観が目についた。ガイ ド*2の説明によ
*衛 生学第1研 究室
*1・1985年 以来,阪 神～上海間 を週1往 復就航して
 いる日中合弁の定期客船。筆者は8月 の訪中時にこ
 の便を利用 した。
*2・ 国営の中国国際旅行社を通 じて行 う団体旅行で
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*27・B-2に記した米国経済代表団との会見で，部小
平氏は“国内のこれ程複雑な情況下では誤りを犯す
ことは避け難い。一旦誤りを犯したら直ちに是正し，
大きな誤りに発展するのを防がねばならない。"と
述べている山。
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中国の表情(1 ) 
性病予防ポスターに立ち止る市民(南京)
建設中の高層ホテノレ(上海)
パンダに見入る一人っ子夫婦(上海動物園)
中国蔚科大学構内(南京)
伝統的な四合院建築の中庭に建て増しした
超過密住宅(南京)
- 20- 食物学会誌・第43号
中国の表情 (2)
緑化の進む黄土高原(侠西省糧関付近)
人口抑制宣伝スローガン(湖北省黄石)
ショッピングで賑う繁華街(南京〉
日本語の看板もある土産品目(上海)
増水する揚子江畔の浸水家屋(黄石対岸)
ロパも自由に散歩する田舎町(湖北省軒州)
(いずれも筆者撮影)
